
昔はこんなに汚かった！
「日本列島クリーン大作戦」の成果とは
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今でこそ、「日本はどこに行ってもきれい」と海外からも称賛されていますが、
今から40数年前の日本は「ポイ捨て」が多く、「街が汚い」と行政の方々が頭を悩ませるほどでした。

そこで、「小さな親切」運動本部が全国の地域組織、会員に参加を呼びかけ、
1983年に「日本列島クリーン大作戦」をスタート。活動当初を写真で振り返り、

清掃活動の成果や継続の意義を考えてみました。

　
「
登
山
が
趣
味
」と
い
う
あ
る
理
事
が
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
き
れ
い
だ
っ
た
山
道

が
、
急
に
ご
み
だ
ら
け
に
な
っ
て
び
っ
く
り
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
道
で
す
れ
違
っ

た
人
に
、
声
を
か
け
て
み
る
と
、
山
道
の
清
掃

を
10
年
間
続
け
ら
れ
て
い
た
ご
老
人
が
お
亡
く

な
り
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
一
つ
ご
み
が
捨
て
ら

れ
る
と
も
う
、
次
か
ら
次
へ
と
増
え
て
い
っ
た

の
だ
と
。
こ
れ
を
聞
い
て
、
き
れ
い
な
状
態
を

維
持
す
る
の
が
何
よ
り
難
し
く
、
大
切
な
の
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
始
ま
っ
た
の
は
、
私
が

入
職
し
て
２
年
目
の
と
き
。
当
時
と
比
べ
、
最

近
は
活
動
に
参
加
し
て
も
、
ご
み
が
少
な
く

「
拍
子
抜
け
し
た
」と
の
声
も
聞
か
れ
る
ほ
ど
、

日
本
の
街
は
ど
こ
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
私
も
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
の
に
清
掃
す

る
意
味
は
あ
る
の
か
と
思
っ
た
こ
と
も
。

　

し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
、「
ご

み
を
捨
て
な
い
、
街
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」と

い
う
心
を
育
て
る
こ
と
が
、
私
た
ち「
小
さ
な

親
切
」運
動
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
原
点
。

　
40
数
年
に
わ
た
っ
て
、
全
国
各
地
で
活
動
し

て
き
た
私
た
ち
は
、
こ
の「
ご
み
を
捨
て
な
い

美
し
い
心
づ
く
り
」に
寄
与
し
て
き
た
自
負
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
街
が
き
れ
い
に
な
っ

た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
を
維
持
す
る
大
切
さ

を
伝
え
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　「東京ドーム」の最寄り駅である水道
橋。3月18日・19日、ドームで行わ
れたＭＬＢ開幕戦は、大谷翔平選手ほか
日本人選手の活躍が話題に！水道橋周
辺もＭＬＢ一色となりました。ドームを
含めた「東京ドームシティ」は、遊園地
や温泉施設、ローラースケート場、ボ
ウリング場等もあるアミューズメント
の聖地。
　また、江戸時
代は水戸藩の敷
地であり、藩邸
内に作られた
「小石川後楽園」
は、都会の中の
自然豊かな庭園
として人気の観
光スポットと
なっています。 　運動本部職員が毎年、新年のお参りを

している神社です。一説によると鎌倉時
代より前に創建されたと伝えられ、徳川
3代将軍・家光が旅行安全にご利益あり
と信仰したことから、参勤交代などで登
城する大名は必ず参拝し身を清めたとい
われています。ビルに囲まれた小さな神
社ですが、商売繁盛、学業成就のご利益
もあり、地元の信仰を集めています。

運
動
本
部
・
山
橋
由
貴
子
専
務
理
事
が
語
る

〝
捨
て
な
い
心
〟の

継
続
が
何
よ
り
大
切

野球だけではない
アミューズメントの一大聖地

水道橋のパワースポット「三崎稲荷神社」

こんなものまで捨てられていた！河川清掃をすると、投げ捨てられたバイクや自転車が何台も引き上げられ、空き地などにはタイヤや冷蔵庫、テレビといった家電まで捨てられていました。当時のごみ拾いは危険と隣り合わせ、そして体力勝負でした。

とにかく多い！ 
1回でこの量を回収
活動当初は、1回の

クリーン大

作戦で収集したごみ
の量が「ト

ラック〇台分」との
報告がよく

ありました。特に多か
ったのは、

たばこの吸い殻や空
き缶。街に

こんなにごみが溢れ
ていたこと

に驚きます。

　

水
道
橋
の
駅
名
の
由
来
は
、
江
戸
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
神
田
上
水
の
水
路
橋（
水
道
橋
）に
あ
り

ま
す
が
、「
神
田
三
崎
町
」の
歴
史
は
江
戸
以
前
、

こ
の
辺
り
が「
三
崎
村
」と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。
当
時
、
現
在
の
都
心
エ
リ
ア（
大

手
町
～
日
比
谷
・
新
橋
周
辺
）は「
日
比
谷
入
江
」

と
い
う
遠
浅
の
海
で
、
三
崎
村
は
こ
の
日
比
谷
入

江
に
突
き
出
た
土
地
の
端
に
あ
っ
た
た
め
、「
ミ
サ

本
法
律
学
校（
現
：
日
本
大
学
）が
移
転
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
大
学
や
専
門
学
校
も
多
く
集
ま
る

エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
に
な
る
と
、
住
居
表
示
に
よ
り「
三
崎
町
」

消
滅
の
危
機
が
何
度
か
訪
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
度

に
住
民
の
反
対
が
あ
り
、
阻
止
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

様
々
な
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
水
道
橋
駅
周
辺
。
ビ

ル
が
立
ち
並
ぶ
今
で
は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、

地
元
の
方
々
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
の
地
名
が
受
け
継

が
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
町
で
す
。

（
参
考
：
千
代
田
区
ホ
ー
ム
ペー
ジ
）

「
小
さ
な
親
切
」運
動
が
誕
生
し
て
60
年
余
り
。

以
来
、
運
動
本
部
は
Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅
の
南
側
、

「
東
京
都
千
代
田
区
神か
ん

田だ

三み

崎さ
き

町ち
ょ
う」に

事
務
局
を
置
い
て
い
ま
す
。

運
動
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
こ
の
土
地
の
由
来
や
、

周
辺
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
小
さ
な
親
切
」運
動
を
見
守
る
？

『
水
道
橋
』

周
辺
を
ご
紹
介

地
名
に
歴
史
あ
り

住
民
が
守
っ
た「
三
崎
町
」

キ（
岬
）」の
名
が
つ
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
幕
府
が
開
か
れ
る
と
、
埋
め
立
て
ら
れ
た

入
江
や
湿
地
帯
に
、
大
名
や
旗
本
の
武
家
屋
敷
が

建
て
ら
れ
、
こ
の
辺
り
は「
小お

川が
わ

町ま
ち

」と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
運
動
本
部
の
あ
る
場
所
は
、

江
戸
後
期
の
地
図
に
よ
る
と「
伊
予
今
治
藩
松
平

家
」の
お
屋
敷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
に
入
り
、
大
名
屋
敷
や
江
戸
幕
府
の
施
設

が
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
と
、
市
街
地
と
し
て

発
展
。
地
名
は「
三
崎
町
」に
改
称
さ
れ
、
三
崎

の
名
が
復
活
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
、
日


